


府の立ち退き請求「妥当」 
  地裁判決西成の路上生活者に 
                                             毎日新聞2021-12-3朝刊【松本紫帆】  
 大阪市西成区のあいりん地区にあり、2019年４月に閉鎖された複合施設「あいり

ん総合センター」の敷地で野宿する路上生活者ら２２人に対し、府が立ち退きを求め
た訴訟で、大阪地裁（横田典子裁判長）は２日、路上生活者側に立ち退きを命じた。 

   一方、府側が求めていた仮執行は認めなかった。 
 センターには日雇い労働者らに仕事をあっせんする労働施設などが入居していた
が、老朽化で建て替えが決まり閉鎖。府は、その後も路上生活者らが占有している
として20年４月に提訴していた。 

 判決は、センターが長年、路上生活者の拠点となってきた経緯から「閉鎖後も段
ボールを置くなどして周辺を実質的に支配している」と指摘。代替場所を提供してお
り、府の立ち退き請求は妥当だと結論付けた。 

 路上生活者側の代理人の武村二三夫弁護士は「生活の場を奪うことは許されず、
行政の都合に合わせた判決だ」と話した。吉村洋文知事は「耐震性を備えていない
建物を一日も早く撤去し、新施設を建設できるよう進めたい」とするコメントを出した。 

大阪地裁が大阪府の請求を認めた半面仮執行を認めないとしたのは、行政の
対応の硬直性や野宿者対策の不十分性を指摘するものになっているようです。 


